
【推薦の状況（個人)】　

氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況
認定農業者等の
該当・非該当

推薦者名 職業 年齢 性別 推薦理由

吉原　一雄 農業 73 男

豊泉　敏 自営業 72 男

畑中　一夫 農業 73 男

【推薦の状況（法人又は団体)】　

氏名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況 認定農業者等の
該当・非該当

推薦者名
代表者名

目的
構成員
の数

構成員
の資格

推薦理由

1 嶋野　順一 農業 68 男
・令和3年
　埼玉県農業共済組合　共済支部長

耕作面積　8,000㎡
主な作物　栗、人参
従事日数　年間300日

該当

埼玉県農業共済
組合

組合長理事
福田　和明

農業保険法に
基づき、共済
事業と収入保
険事業により
農業の健全な
発展に資する

62,109

農業保
険法第
２０条
による

　農業に従事しているとともに、当組合の共済支部
長であり、地域農業振興に貢献している。

無

2 粟田　聡 行政書士 64 男

・平成29年12月
　行政書士登録
・令和元年5月～令和7年5月
　埼玉県行政書士会 理事
・令和元年5月～
　埼玉県行政書士会 空き家所有者不明土地
対策委員会委員
・令和3年4月～
　埼玉県行政書士会 飯能支部　支部長
・令和7年7月
　埼玉県行政書士会 支部長会議長

耕作面積　0㎡
主な作物　なし
従事日数　年間0日

非該当

埼玉県行政書士
会

会長
木村　宏政

行政書士法第
15条に基づき
設立され、会
員の品位を保
持し、その業
務の改善進歩
を図るため、
会員の指導及
び連絡に関す
る事業を行

う。

2670
行政書
士資格

粟田聡会員は、埼玉県行政書士会において3期6年に
渡り理事を務め、空き家所有者不明土地対策委員会
に所属し4期7年目、また、飯能支部(飯能市・日高
市)においては、支部長に就任し3期5年目となりま
す。さらに、令和7・8年度においては、県内23支部
をまとめる支部長会議長に就任するなど、埼玉県行
政書士会及び同飯能支部に貢献する者です。
　このような者であることから、貴市農業委員とし
て適任であると考え、ここに推薦致します。

無

3 梅澤　三子 農業 71 女

・～昭和53年
　医療関係勤務
・埼玉県農村女性アドバイザー
・JAいるま野総代
・JAいるま野理事
・日高市中央直売組合副会長
・平成26年1月～
　日高市農業委員

耕作面積　38,000㎡
主な作物　栗
従事日数　年間300日

該当

いるま野農業協
同組合

代表理事組合長
亀田　康好

地域農業の振
興と組合員の

生活向上
99345

　いるま野農業協同組合の理事として、地域農業の
発展に取り組み、また日高市の農業に精通している
ことから、農業委員会委員へ推薦する。

無

4 金子　誠 農業 73 男

・平成29年5月～令和4年5月
　いるま野農業協同組合理事
・令和7年4月～
　入間第二用水土地改良区理事
・令和7年5月～
　JAいるま野髙萩南直売所組合長

耕作面積　20,000㎡
主な作物　果樹、野菜
従事日数　年間330日

該当

入間第二用水土
地改良区
理事長

安藤　俊吾

土地改良法に
基づく土地改
良事業推進の

ため

240/991

入間第
二用水
土地改
良区
理事

　いるま野農業協同組合で理事として長年活躍され
た経験があり、地域の農業の状況に精通しているこ
とから、土地改良区として日高市農業委員会委員の
適任者と認め推薦します。

無

農業委員への
推薦・応募の有無

農業委員への
推薦・応募の有無

推薦者

無

受付
番号

被推薦者（推薦を受けた者） 推薦者

1

・昭和50年3月
　埼玉県立玉川工業高校卒業
・昭和50年4月
　日高町役場就職
・平成29年3月
　日高市役所退職
・平成29年4月
　就農
・令和5年4月～令和7年3月
　平沢上組区農事組合：組合長

耕作面積　1,900㎡
主な作物　水稲、野菜等
従事日数　年間200日

69 男

日高市農業委員の推薦及び応募の状況（最終公表）

非該当

　被推薦人は日高市で生まれ育ち、日高市役所に勤
める傍ら父の農業を手伝い、定年退職後は本格的に
農業に従事している。また、地元農家組合員の代表
として農事組合長も努めており、地元の事や地域の
実情を良く知る人材である。農業に関する知識も豊
富で農業委員として日高市の農業発展に貢献できる
と思います。

受付
番号

被推薦者（推薦を受けた者）

吉川　英雄 農業



【応募の状況】

受付
番号

応募者名 職業 年齢 性別 経歴 農業経営の状況
認定農業者等の
該当・非該当

農地利用最適化推
進委員への推薦・
応募の有無

1 道谷　淳史 農業 41 男

・いるま野青年部部長
・農業会議所所属
・地域指導農家
・平成29年1月～
　日高市農業委員

耕作面積　60,000㎡
主な作物　トウモロコシ、ネ
ギ等
従事日数　年間300日

該当 無

2 大澤　尚
一般社団法人

研究員
60 男

・平成10年3月
  青山学院大学経営学部卒業
・平成10年4月
　社団法人 生命科学協会入職
　編集部配属
・平成14年6月　㈱第一公報社入社
　編集部配属
・平成17年6月
　一般社団法人 中央政策研究所
　研究員
・令和5年11月
　㈱石油化学新聞社　入社

耕作面積　292㎡
主な作物　なし
従事日数　年間0日

非該当 有

3 小岩井　義則 農業 73 男

・昭和45年　狭山工業高校卒業
・平成23年　就農
・平成25年　農業塾修了
・令和2年1月～
　日高市農業委員

耕作面積　13,000㎡
主な作物　柿、栗
従事日数　年間100日

非該当 無

4 平岡　進 書道教室経営 63 男

・昭和55年3月
　埼玉県立川越高等学校卒
・平成3年3月
　明治大学法学部卒業
・平成7年1月
　会社を退職し就農
・平成29・30年度　旭ヶ丘２区長経験
・農事組合長経験あり

耕作面積　10,000㎡
主な作物　栗
従事日数　年間100日

該当 無

5 清水　典子 会社役員 61 女

・平成元年10月～
　㈱備前屋
・平成29年1月～
　日高市農業委員

耕作面積　3,000㎡
主な作物　茶、ブルーベリー
従事日数　年間30日

該当 無

6 松田　浩幸 農業 51 男

・平成5年3月
　埼玉県立所沢高等学校卒業
・平成23年
　就農
　日高市農業会議所
・令和2年1月～
　日高市農業委員

耕作面積　5,000㎡
主な作物　露地野菜
従事日数　年間300日

該当 無

7 田中　初代 農業 67 女

・昭和52年3月
　埼玉県立松山女子高等学校卒業
・昭和54年3月
　文京短期大学卒業
・昭和54年4月
　日高町役場就職
・平成31年3月
　日高市役所退職

耕作面積　16,292㎡
主な作物　露地野菜
従事日数　年間200日

非該当 無

8 森谷　進 農業 74 男

・昭和48年～
　就農
・平成23年1月～
　日高市農業委員

耕作面積　50,000㎡
主な作物　野菜他
従事日数　年間300日

該当 無

9 宮沢　庸郎 地方公務員 62 男

・昭和61年3月
　法政大学経営学部経営学科卒業
・昭和54年4月
　飯能市役所入所
・平成27年4月
　相続により農地取得
・令和6年4月
　いるま野農業協同組合直売所へ出荷
　開始

耕作面積　4,900㎡
主な作物　露地野菜、タケノ
コ
従事日数　年間160日

非該当 有

10 横田　拓也 農業 38 男

・平成23年～
　農業従事
・平成23年～
　日高市農業会議所
・平成29年1月～
　日高市農業委員

耕作面積　47,500㎡
主な作物　露地野菜
従事日数　年間340日

該当 無

11 福井　一洋 農業 60 男

・平成18年～
　農業従事
・平成19年～
　日高市農業会議所
・平成27年～
　日高市農業後継者対策協議会
・平成29年1月～
　日高市農業委員
・令和2年1月～
　日高市農業委員会会長

耕作面積　23,000㎡
主な作物　白菜、落花生、里
芋
従事日数　年間320日

該当 無

・私は、幼い頃から栗坪、梅原地内で父の農業を手伝っていました。父が平成27年に他界してからは、私
が兼業農家として農地を管理し、令和6年度からは農協直売所への出荷を始め、毎年100万円以上の売上が
あります。現在私は飯能市の職員で、20年は農林関係の業務です。今後、自分の経験を活かすとともに日
高市の農業振興に貢献したいと思っています。
　また、自己所有地や周辺の環境整備、竹藪整理、鳥獣対策等を行なっています。将来的には年間200万
円の売上目標を持ち、妻とともに農業に励んでおります。

・日高市の農業の発展に寄与したい。
・耕作放棄地を解消したい。

私は、岩手県で生まれ日高市に養子に入り、農業をはじめ52年になり、これからは日高市の農業発展に貢
献したいと思う。

・結婚により家業と農地を継承し、狭山茶の手摘み茶園とブルーべりー園を経営している。農業に関する
知識と農業に対する熱意を持って、日高市の農業振興に貢献したい。

・日高市の農業振興発展のために協力したい。

応募理由

・日高の農業、農地を今後有効的に使っていかなくてはいけないと思うので、行政の方と一緒に考えて行
けたらと思います。

・２期農業委員を務める中で、地域の農地の状況を知り、遊休農地の解消など難しい部分はありますが、
少しでも貢献できればと思います。

・私は日高市で生まれ育ち、地元の市役所に勤務し地域の方々とも関わり合いもあり地域の実情も把握し
ています。
主人が農業を営んでいたので休日には一緒に作業をしていたので、農業に対する熱意はあります。
農業委員をして日高市の農業発展に貢献したいと思っています。

・私は、父から受け継いだ農地を活用し果樹栽培に力を注ぎJA直売を通し地産、地消を目指し農業に励ん
でいます。更に農業知識を活かし地域、学校、福祉施設の菜園の企画、作業指導に進んで参画していま
す。
　これからも農業委員として日高市の農業発展に力を注いでいきたい。

・日高市に生まれました。農業に従事し、数名のパート従業員を雇用して経営した経験があります。これ
までの知識を活かし、日高市の農政に貢献したく応募しました。

・この１月で定年になり、日高で生まれ育ったものとして、この地域に恩返しができればと思い応募いた
しました。
　学生時代より環境問題に興味を持ち当時、県環境課が行っていた「緑の推進委員」を12期努めました。
その間青少年課が実施した20～30代の若者が未来の埼玉像を語る「未来を拓くさいたま青年会議」に席を
置きました。
　市では、「環境審議会」で会長を努めています。今までの経験が活かせると考え応募しました。


